
令和７年度 

障害児基礎教育研究会規約（案） 

2025.5.17 

1． 名称 

障害児基礎教育研究会   代表 吉瀬 正則 

２．会員資格 

   障害のある子どもの支援に関心のある方、学生、保護者、専門家、且つ、本研究会の目的と方針、個人情報の 

守秘義務をご理解いただける方 

３．研究目的  

教材教具を使った教育実践を通して、教育の基礎を解明する。 

４．研究方針 

     ① 人間の初期行動の開発を促す教育内容・方法に関する研究 

② 概念形成、記号操作学習の内容・方法に関する研究 

       ③ ①②のための、教材教具の開発・工夫・実践 

５．活動内容  ＊以下の①②③は全て土曜日に実施、今年度の日程はホームページに掲載。 

①研究協議会  

    年６回実施  15:00 - 17:00  ZOOM 経由オンライン 

        内容： 教材教具を使った教育実践発表、ビデオに基づく研究協議、特別支援教育に関する情報交換 

②学習会（障害のある子どもの個別指導及び見学） 

 年 6 回実施 13:30 - 16:30 

    会場：デイサポートセンター あしたの風 （東京都板橋区加賀 1-10-2）  

③教材製作会   

年３回実施  10:00 - 16:００（15:15 - 16:00 教材の使用説明及び活用相談） 

   会場：文京区の工作室 もくもくはりねずみ （東京都文京区水道 2-3-21 久保田マンション B1F） 

会場使用料：一人 1，000 円  参加費：500 円（材料費は別途徴収） 定員：８名〜１０名 

④教材工夫展     

年 1 回実施  日時：令和７年 11 月 2 日（日） 10:00 - 16:00 

場所：琉球大学千原キャンパス （沖縄県中頭郡西原町千原１丁目） 

テーマ：「個別最適な学びを支える教材教具 －個々の「わかり方」に合わせた支援－」    

内容：創作教材の展示・製作相談・活用相談・実践発表・講演 

参加費：2,000 円（会員・保護者は無料）   

⑤研究紀要の発行   

年 1 回発行 1 年間の活動成果をまとめる。  

      投稿募集：   原稿締切 8 月 20 日 発行：教材工夫展当日  

 ⑥研修旅行 

日時：７月 26 日（土）、27 日（日）、28 日（月） 

目的：創作教材を媒介として、重複障害を伴う成人や福祉施設の職員と交流する。 

行先：社会福祉法人光道園（福井県鯖江市鯖江事業所・越前町朝日事業所） 

６．会費 

年間：3,000 円 

三井住友銀行高幡不動支店 （店番号 261） 

普通口座 1327611 障害児基礎教育研究会 

7．役員 

根本 文雄（障害児基礎教育研究会） 

加部 清子（神奈川県立平塚ろう学校） 

長沼 潤子（東京都立中野特別支援学校）  

金子 記美恵（東京都立鹿本学園） 

立松 英子（全国療育相談センター） 

比嘉 展寿（琉球大学大学院教育学研究科） 

 

ホームページ「障害児基礎教育研究会へようこそ！」：https://kisoedu.jp 


